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元
和
泉
二
丁
目　

番
５
号
の
六

１５

郷
さ
く
ら
通
り
沿
い
に
完
成
し
た

古
民
家
園
に
は
、
市
指
定
文
化
財
荒

井
家
住
宅
主
屋
の
ほ
か
、
管
理
事
務

所
、
消
火
施
設
棟
が
建
ち
、
将
来
計

画
と
し
て
長
屋
門
の
復
元
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

古
民
家
園
で
は
、
古
民
家
を
大
切

な
文
化
遺
産
と
し
て
次
世
代
に
継

承
す
る
と
と
も
に
、
年
中
行
事
や
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
と
お
し
て
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
世
代
を
超
え

た
交
流
や
市
民
の
皆
さ
ん
が
積
極

的
に
参
加
、
活
動
で
き
る
、
ふ
る
さ

と
づ
く
り
の
拠
点
と
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　　　

４
月　

日
�
午
前　

時
か
ら
開

２７

１０

園
式
を
行
い
ま
す
。

　

開
園
式
で
は
、
北
多
摩
睦
消
防
組

第
二
区
五
番
組
の
木
遣
唄
や
多
摩

川
ば
や
し
保
存
会
の
お
囃
子
、
市
の

歌
、
む
い
か
ら
民
家
園
の
う
た
、
な

ど
の
も
と
に
式
典
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
多
数
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
午
後
２
時
か
ら
、
ほ
お
ず

き
の
苗
と
鉢
を
セ
ッ
ト
で
２
０
０

円
で
頒
布
し
ま
す
。
２
０
０
鉢
限
定
。

こ
の
苗
を
家
庭
で
育
て
て
い
た
だ

き
、
７
月
の
ほ
お
ず
き
夏
ま
つ
り
会

場
で
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

　　

午
前
９
時　

分
か
ら
午
後
４
時

３０

　

分
ま
で

３０
　

７
・
８
月
は
、
午
前
９
時　

分
か

３０

ら
午
後
６
時
ま
で

　

水
曜
日
・
木
曜
日

　

１
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
。

　
　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
。

１２

２８

３１

　　

古
民
家
園
の
管
理
運
営
は
、
狛
江

市
立
古
民
家
園
運
営
市
民
協
議
会

が
市
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
行
い
、

運
営
市
民
協
議
会
に
は
誰
で
も
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

運
営
市
民
協
議
会
で
は
、
事
業
な

ど
の
運
営
に
携
わ
る
運
営
ス
タ
ッ

フ
（
会
員
）
と
、
事
業
・
清
掃
・
薪

割
り
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
興
味
の
あ
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　　　

開
園
記
念
行
事
と
し
て
、
５
月
３

日
は
大
人
の
方
を
対
象
に
、
４
日
と

５
日
は
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
竹

細
工
や
大
道
芸
な
ど
を
行
い
ま
す
。

時
間
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
古
民

家
園
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日
に

遊
び
道
具
作
り
な
ど
を
行
う
子
ど

も
の
会
を
開
催
し
ま
す
。
５
月
は　
１８

日
。
６
月
は
１
日
と　

日
で
す
。

１５

　

事
業
予
定
や
日
時
に
つ
い
て
は
、

広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
自
動
車
で
の
来
園
は
遠
慮
く
だ

さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課
ま
た

は
狛
江
市
立
古
民
家
園
�
（
３
４
８

９
）
８
９
８
１
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狛
江
駅

狛
江
駅�

市
役
所

市
役
所�

田
中
橋
児
童
遊
園

田
中
橋
児
童
遊
園�

※
古
民
家
園

※
古
民
家
園�

至
新
宿

至
新
宿�

ロ
ー
タ
リ
ー

ロ
ー
タ
リ
ー�

銀
行
銀
行�

　

休
園
日　
　
　
　
　
　

　

開
園
時
間 　
　
　
　

　

開
園
式　
   　
　
　
　

　

管
理
運
営   　
　
　

　

今
後
の
行
事
予
定 
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４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
異
動

を
行
い
ま
し
た
（
カ
ッ
コ
内
は
前

職
） 。

〔
部
長
職
〕

▽
環
境
部
長　

岡
崎
幸
（
総
務
部

職
員
課
長
）
▽
社
会
教
育
部
長　

内
山
恵
市
（
総
務
部
情
報
課
長
）

▽
企
画
財
政
部
理
事
（
兼
）
財
政

課
長　

安
田
貴
嘉
（
企
画
財
政
部

財
政
課
長
）

〔
課
長
職
〕

▽
議
会
事
務
局
次
長
山
本
繁
二

（
議
会
事
務
局
次
長
（
兼
）
議
事

係
長
）
▽
総
務
部
職
員
課
主
幹
・

狛
江
市
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣　

長
田
さ
か
ゑ
（
健
康
福
祉
部
社
会

福
祉
課
長
）
▽
総
務
部
情
報
課
長

斎
藤
博
（
市
民
部
市
民
課
長
）
▽

総
務
部
検
査
担
当
主
幹　

小
田
原

富
也
（
総
務
部
職
員
課
主
幹
・
狛

江
市
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）
▽

市
民
部
市
民
課
長　

太
田
達
夫

（
学
校
教
育
部
学
校
教
育
課
長
）

▽
市
民
部
産
業
生
活
課
主
幹　

長

谷
川
義
隆（
総
務
部
職
員
課
主
幹
・

狛
江
市
文
化
振
興
事
業
団
派
遣
）

▽
都
市
建
設
部
管
理
課
主
幹（
兼
）

公
共
用
地
整
理
担
当　

栗
山
勇

（
総
務
部
検
査
担
当
主
幹
）
▽
都

市
建
設
部
計
画
課
長　

水
谷
正
史

（
東
京
都
派
遣
職
員
）
▽
都
市
建

設
部
整
備
課
長　

兒
玉
和
之
（
都

市
建
設
部
管
理
課
主
幹
（
兼
）
公

共
用
地
整
理
担
当
）
▽
都
市
建
設

部
水
道
課
長　

原
田
輝
樹
（
都
市

建
設
部
整
備
課
長
）
▽
社
会
教
育

部
中
央
公
民
館
長　

恒
松
弘
成

（
都
市
建
設
部
水
道
課
長
）
▽
社

会
教
育
部
中
央
図
書
館
主
幹　

土

屋
清
志
（
健
康
福
祉
部
健
康
課
主

幹
）
▽
総
務
部
職
員
課
長　

谷
田

部
高
史
（
総
務
部
職
員
課
長
補
佐

（
兼
）
人
事
研
修
係
長
）
▽
総
務

部
職
員
課
主
幹
・
狛
江
福
祉
会
派

遣　

鈴
木
英
男
（
健
康
福
祉
部
在

宅
福
祉
課
長
補
佐
（
兼
）
高
齢
福

祉
係
長
）
▽
健
康
福
祉
部
社
会
福

祉
課
長　

貝
瀬
昭
夫
（
健
康
福
祉

部
介
護
福
祉
課
長
補
佐
（
兼
）
介

護
福
祉
係
長
）
▽
健
康
福
祉
部
健

康
課
長　

斎
藤
亮
一
（
市
民
部
収

納
課
長
補
佐
（
兼
）
納
税
係
長
）

▽
学
校
教
育
部
学
校
教
育
課
長　

橋
本
啓
一
（
学
校
教
育
部
学
校
教

育
課
長
補
佐
（
兼
）
学
務
係
長
）

▽
学
校
教
育
部
指
導
室
長　

穐
山

伸
芳
（
学
校
教
育
部
指
導
室
長
補

佐
（
兼
）
教
職
員
係
長
）

　

ま
た
、
３
月　

日
付
け
の
退
職

３１

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
部
長
職
〕

▽
佐
々
木
安
雄
（
総
務
部
付
・
狛

江
福
祉
会
派
遣
）▽
原
田
良
穂（
総

務
部
付
・
狛
江
市
文
化
振
興
事
業

団
派
遣
）
▽
川
合
章
雄
（
環
境
部

長
）
▽
金
井
今
朝
光
（
社
会
教
育

部
長
）

〔
課
長
職
〕

▽
菊
地
剛（
総
務
部
職
員
課
主
幹
・

狛
江
市
文
化
振
興
事
業
団
派
遣
）

▽
飯
田
弘
和
（
健
康
福
祉
部
健
康

課
長
）
▽
深
谷
甲
子
男
（
会
計
課

主
幹
（
兼
）
出
納
係
長
）
▽
太
田

悦
勝
（
学
校
教
育
部
指
導
室
長
）

▽
大
窪
�
樹
（
社
会
教
育
部
中
央

公
民
館
長
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
職
員
課

 

人
事
異
動
お
よ
び
退
職
者

　
　

歳
以
上
の
学
生
の
方
で
、
本
人

２０
の
前
年
所
得
が
年
間　

万
円
（
年
収

６８

約
１
３
３
万
円
）
以
下
の
場
合
に
は
、

申
請
に
よ
り
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

承
認
を
受
け
た
期
間
中
の
障
害
や

死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
に
は
、

一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
届
け
出
は
毎
年
度
必
要
に

な
り
ま
す
。
４
月
か
ら
は
、
こ
れ
ま

で
対
象
外
と
さ
れ
て
い
た
夜
間
部
、

定
時
制
課
程
お
よ
び
通
信
制
課
程
の

学
生
も
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課　
　

　

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
の

が
困
難
な
方
に
は
、
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
保
険

料
の
全
額
（
１
３
�
３
０
０
円
）
を

免
除
す
る
制
度
の
ほ
か
に
、
保
険
料

の
半
額
（
６
�
６
５
０
円
）
を
納
め

て
半
額
分
の
免
除
が
受
け
ら
れ
る
半

額
免
除
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

※
半
額
免
除
を
受
け
た
期
間
に
つ
い

て
は
、
半
額
の
保
険
料
を
納
付
し
な

い
場
合
、
未
納
期
間
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
ま
す
。

　

届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
、
免
除
の

承
認
は
申
請
の
あ
っ
た
月
の
前
月
か

ら
行
い
ま
す
。
承
認
さ
れ
る
前
の
期

間
は
、
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
未

納
期
間
と
な
り
、
そ
の
間
に
病
気
や

事
故
で
障
害
が
残
っ
て
も
、
障
害
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課　
　

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
午
前
８
時　

２８

３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で　
　

〔
場
所
〕
市
役
所
２
階　

　

な
お
、
国
民
年
金
は
、　

年
度
分

１３

の
み
取
り
扱
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課
・
保
険
年

金
課

〔
募
集
農
園
〕
い
わ
ど
み
な
み
第
２

農
園
（
岩
戸
南
四
丁
目　

番
先
・
み

２７

ず
ほ
幼
稚
園
南
）

〔
募
集
区
画
〕
世
帯
全
員
が　

歳
以

６５

上
対
象
・
７
区
画

〔
使
用
期
間
〕
５
月
１
日
か
ら
平
成

　

年
３
月　

日
ま
で
（
た
だ
し
、
２

１６

３１

年
間
に
限
り
更
新
可
能
）

〔
管
理
料
〕
平
成　

年
度
分
は
１
�

１４

７
３
６
円
（　

カ
月
分
）

１１

〔
申
込
方
法
〕
往
復
は
が
き
（
一
世

帯
１
枚
に
限
る
）
で
、
産
業
生
活
課

あ
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
４
月　

日
�
ま
で
の
消
印
有
効
。

１９

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課　

市
税
･
国
民
年
金
の
納
付
お

よ
び
相
談
窓
口
を「
日
曜
日
」

に
開
設
し
ま
す

春
い
っ
ぱ
い

身
近
な
緑
の
ま
ち
づ
く
り

�

�

�

�
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��
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�
�
�
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狛
江
市
市
民
参
加
基
本
条
例
策
定
委
員
会
委
員
募
集

�

�

�

�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

■ 
植
木
即
売
会

　

さ
わ
や
か
な
春
の
日
差
し
を
浴

び
な
が
ら
２
日
間
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
・　

日
�
午

２７

２８

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

〔
会
場
〕
市
役
所
前
市
民
ひ
ろ
ば

〔
主
催
〕
緑
化
推
進
事
業
協
議
会

■ 
苗
木
・
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
午
前　

時
か

２７

１１

ら
花
の
配
布
（
ベ
ゴ
ニ
ア
・
ペ
チ
ュ

ニ
ア
各
１
２
５
鉢
）
午
後
１
時
か
ら

苗
木
の
配
布
（
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
・
ラ
イ

ラ
ッ
ク
･
カ
イ
ド
ウ
各　

本
）
▽　

５０

２８

日
�
午
前　

時
か
ら
花
（　

日
配
布

１１

２７

と
同
じ
も
の
）
、
午
後
１
時
か
ら
苗

木
（　

日
配
布
と
同
じ
も
の
）

２７

■
生
垣
造
成
費
の
補
助

　

身
近
な
緑
を
増
や
す
「
緑
の
ま
ち

づ
く
り
」
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
道

路
に
面
し
た
部
分
の
緑
化
を
奨
励

し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

　

生
け
垣
の
管
理
は
、
少
し
手
間
が

か
か
り
ま
す
が
、
通
気
性
や
耐
震
性

に
優
れ
た
生
け
垣
は
、
見
た
目
に
も

人
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
安

全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

新
築
時
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
改
修
す

る
時
な
ど
に
は
生
け
垣
に
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

市
内
で
新
た
に
生
け
垣
を
作
っ

た
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
生
け
垣
に
す

る
場
合
、
次
の
要
件
を
備
え
て
い
れ

ば
造
成
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

�
生
垣
樹
木
の
高
さ
が
お
お
む
ね

１
ｍ
以
上
�
生
け
垣
の
総
延
長
が

３
ｍ
以
上
�
道
路
に
面
し
、
幅
員
が

４
ｍ
以
上
確
保
で
き
る
こ
と

〔
生
垣
設
置
費
〕
１
ｍ
当
た
り
８
�

０
０
０
円
（
最
高　

ｍ
ま
で
）
、
ブ

３０

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
費
は
１
ｍ

当
た
り
５
�
０
０
０
円
（
最
高　

ｍ
３０

ま
で
）
を
補
助
し
ま
す
。

※
対
象
と
な
る
保
存
樹
木
等
や
生

垣
造
成
の
予
定
が
あ
り
ま
し
た
ら

環
境
改
善
課
ま
で
。

■ 
緑
化
相
談

　

庭
木
の
剪
定
や
害
虫
駆
除
、
花
の

育
て
方
な
ど
緑
の
こ
と
な
ら
プ
ロ

の
植
木
屋
さ
ん
が
無
料
で
親
切
に

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま
す
。

〔
相
談
員
〕「
狛
江
市
緑
化
相
談
員
」

の
看
板
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

〔
相
談
受
付
時
間
〕
月
か
ら
土
曜
日

の
午
前
８
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、

相
談
員
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で
相

談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
春
秋
に
行
わ

れ
る
植
木
即
売
会
の
会
場
で
も
、
特

別
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

　

市
政
に
お
け
る
市
民
参
加
を
よ

り
一
層
進
め
る
た
め
に
、「
（
仮
称
）

狛
江
市
市
民
参
加
基
本
条
例
」
を
制

定
す
る
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

の
条
例
は
、
市
民
参
加
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
事
項
を
定
め
、
市
政
の
広

範
な
分
野
に
、
主
体
的
か
つ
民
主
的

な
市
民
参
加
を
推
進
し
て
い
く
も

の
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
一
般
市
民
、
有
識
者
、

学
識
経
験
者
で
構
成
す
る
「
狛
江
市

市
民
参
加
基
本
条
例
策
定
委
員
会
」

を
設
置
し
ま
す
。

〔
募
集
人
数
〕　

人
以
内

１４

〔
応
募
資
格
〕
市
内
在
住　

歳
以
上

２０

（
４
月
１
日
現
在
）
の
方
で
、
市
民

協
働
お
よ
び
市
民
参
加
等
に
関
心

の
あ
る
方
。
な
お
、
す
で
に
市
が
設

置
し
て
い
る
各
種
審
議
会
等
の
委

員
の
方
の
応
募
は
遠
慮
く
だ
さ
い
。

〔
任
期
〕
平
成　

年
３
月
末
日

１５

〔
会
議
開
催
〕
全　

回
程
度

１３

〔
審
査
方
法
〕
書
類
選
考
と
し
ま
す
。

〔
応
募
方
法
〕
作
文
「
市
民
参
加
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」（
８
０
０
字
程

度
・
用
紙
自
由
）
と
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
直
接
お
持
ち
に
な
る
か
郵
送

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〔
応
募
締
切
〕
４
月　

日
�
（
当
日

３０

消
印
有
効
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
市
民

協
働
課
へ
。

学
生
の
皆
さ
ん
、
国
民
年
金

の
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制

度
が
変
わ
り
ま
し
た

　

３
月　

日
開
催
の
狛
江
市
議
会

１３

第
１
回
定
例
会
で
、
木
村
忍
氏
が

市
議
会
の
同
意
を
得
て
、
３
月　
２９

日
開
催
の
教
育
委
員
会
臨
時
会
で

教
育
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課

教
育
長
に
木
村　

忍
氏
再
任

電話番号相談員住所相 談 員 名

（３４８９）０１６５中和泉３－２－１５和 泉 園
（３４８９）７２５８東野川１－１１－１３植     光
（３４８９）２５８６東和泉２－４－１栗 山 造 園
（３４８０）８９１０東和泉２－１６－１０小谷野造園
（３４８０）０７３７中和泉３－２－９白 井 造 園
（３４８９）８９２３西野川１－３－１５鈴 木 造 園
（３４８９）６４５１東野川４－１９－６高 木 造 園

■狛江市緑化相談員

市
民
農
園
利
用
者
再
募
集
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屋
根
葺
き

　

田
中
橋
児
童
遊
園
の
南
側
の
地
に

復
元
さ
れ
た
古
民
家
の
公
開
も
、
間

近
に
な
り
ま
し
た
。
懐
か
し
い
た
た

ず
ま
い
の
な
か
で
、
カ
ヤ
葺
き
の
屋

根
の
美
し
さ
に
心
ひ
か
れ
ま
す
。

　

狛
江
の
風
景
か
ら
カ
ヤ
葺
き
屋
根

が
急
速
に
失
わ
れ
て
い
っ
た
の
は
、

昭
和　

年
代
の
初
め
こ
ろ
か
ら
で
し

３０

た
。
そ
れ
ま
で
数
多
く
見
ら
れ
た
カ

ヤ
葺
き
屋
根
の
家
も
、
こ
の
時
期
に
、

ト
タ
ン
を
そ
の
上
に
被
せ
た
り
、
瓦

葺
き
に
し
た
り
し
た
家
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
主
屋
を
そ
っ
く

り
取
り
壊
し
て
、
新
築
す
る
家
も
多

か
っ
た
の
で
す
。

　

カ
ヤ
葺
き
屋
根
は
、
草
葺
き
、
草

屋
根
と
も
よ
ば
れ
、
カ
ヤ
の
ほ
か
、

小
麦
か
ら
（
麦
わ
ら
）
や
モ
ヤ
と
よ

ぶ
細
い
サ
サ
な
ど
も
混
ぜ
て
葺
き
ま

し
た
。
そ
の
大
部
分
が
小
麦
か
ら
の

場
合
も
多
く
、
草
屋
根
は
「
麦
か
ら

屋
根
」
と
も
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
ヤ
は
麦
か
ら
に
比
べ
て
耐
久
力

に
す
ぐ
れ
、
屋
根
の
場
所
に
も
よ
り

ま
す
が
、 
表
面 な
ど
は　

年
か
ら　

お
も
て
め
ん

２０

３０

年
近
く
も
持
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の

よ
う
な
カ
ヤ
は
、
小
麦
か
ら
と
違
っ

て
、
準
備
す
る
の
に
一
苦
労
で
し
た
。

カ
ヤ
の
入
手
先
は
、
川
崎
の
麻
生
・

柿
生
・
生
田
・
菅
・
長
沢
、
町
田
の

鶴
川
、
三
鷹
の
大
沢
な
ど
。
カ
ヤ
を

集
め
て
、
馬
力
（
荷
馬
車
）
で
運
ん

で
く
る
商
売
人
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

田
ん
ぼ
の
畦
や
畑
の
ふ
ち
な
ど
の
カ

ヤ
を
刈
り
と
っ
て
お
く
家
も
あ
り
、

多
摩
川
に
近
い
家
で
は
、
河
川
敷
の

カ
ヤ
を
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
屋

根
葺
き
に
備
え
、
物
置
な
ど
に
何
年

も
に
わ
た
っ
て
蓄
え
て
お
い
た
も
の

で
し
た
。

　

屋
根
屋
と
よ
ば
れ
る
屋
根
葺
き
職

人
は
、
数
人
が
一
組
に
な
っ
て
仕
事

を
し
ま
す
。
狛
江
の
な
か
で
も
、
覚

東
の
ほ
か
は
、
ど
の
集
落
に
も
何
人

か
の
屋
根
屋
が
い
て
、
屋
根
留
さ
ん
、

屋
根
伝
さ
ん
、
屋
根
録
さ
ん
、
屋
根

兼
さ
ん
、
屋
根
屋
の
八
っ
ち
ゃ
ん
、

屋
根
屋
の
よ
ん
ち
ゃ
ん
な
ど
と
よ
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
市
域
外
の
屋
根
屋

が
仲
間
に
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

屋
根
葺
き
に
は
、
一
組
数
人
の
屋

根
屋
と
下
働
き
な
ど
の
人
手
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
近
所
や
親
せ
き
が

「
手
伝
い
っ
こ
」
を
す
る
の
で
、
総

勢　

人
前
後
か
ら　

人
以
上
に
も
な

１０

２０

り
ま
し
た
。「
屋
根
手
伝
い
」
に
行
く

と
き
に
は
、
縄
を
一
ぼ
（
二
〇 
尋 
。
ひ
ろ

一
尋
は
大
人
が
両
手
を
ひ
ろ
げ
た
長

さ
）
と
か
三
ぼ
、
あ
る
い
は
五
ぼ
と

か
、
持
参
し
ま
す
。
こ
の
縄
も
、
自

分
の
家
で
な
っ
た
も
の
で
し
た
が
、

し
だ
い
に
買
い
求
め
た
り
、「
縄
代
」

と
し
て
お
包
み
を
持
参
す
る
よ
う
に

も
な
り
ま
し
た
。
大
勢
の
人
た
ち
に

出
す
食
事
や
お
茶
の
支
度
を
、
家
の

外
で
す
る
女
衆
の
仕
事
も
た
い
へ
ん

な
の
で
、
何
人
か
で
手
伝
い
っ
こ
し

た
そ
う
で
す
。

　

屋
根
葺
き
は
農
閑
期
、　

月
末
か

１１

ら
２
月
い
っ
ぱ
い
、
３
月
初
め
ぐ
ら

い
ま
で
が
多
く
、
寒
い
中
で
の
何
日

か
に
わ
た
る
仕
事
で
し
た
。

　

屋
根
棟
の
部
分
が
葺
き
あ
が
る
と
、

オ
サ
ン
ゴ
（
米
）
、
お
神
酒
、
す
る

め
な
ど
を
お
盆
に
の
せ
て
棟
に
上
げ
、

屋
根
職
人
を
中
心
に
一
ぱ
い
飲
ん
で

ご
馳
走
を
食
べ
、
棟
上
げ
の
祝
を
し

た
も
の
で
す
。

　
　

中　

島　

恵　

子

　
　
　
（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その９９－

〔
日
時
〕
５
月　

日
�
受
付
時
間
は

１３

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年　

月
生
ま
れ
の
幼
児
〔
持
ち

１２

１０

物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保

険
証
・
現
在
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん

の
歯
ブ
ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別

に
問
診
票
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
５
月
８
日
�
受
付
時
間
は
、

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
１
月
生
ま
れ
の
乳
児
〔
持
ち

１４物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保

険
証
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診

票
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

�〔
日
時
〕
５
月　

日
・　

日
・　

１０

１７

２４

日
・　

日
（
い
ず
れ
も
金
曜
日
）
受

３１

付
時
間
は
午
後
１
時
〜
１
時　

分
１０

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
持
ち
物
〕
１
回
目
は
ズ
ボ
ン
、
２

回
目
は
歯
ブ
ラ
シ
・
コ
ッ
プ
、
そ
の

他
４
回
を
と
お
し
て
母
子
健
康
手

帳
と
筆
記
用
具
を
持
参
く
だ
さ
い
。

〔
定
員
〕　

組
（
予
約
制
） 。
な
る

２５

べ
く
１
回
目
か
ら
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

家
に
こ
も
り
が
ち
な
お
母
さ
ん

と
赤
ち
ゃ
ん
、
と
き
に
は
外
に
出
て
、

歌
や
手
遊
び
・
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
を

と
お
し
て
、
仲
間
づ
く
り
や
子
育
て

に
関
す
る
情
報
交
換
を
行
い
ま
せ

ん
か
。
３
回
コ
ー
ス
で
行
い
ま
す
。

〔
日
時
〕
４
月　

日
・
５
月　

日
・

２３

１４

６
月
４
日
（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）
午

前　

時
〜
正
午
〔
会
場
〕
狛
江
市
健

１０
康
相
談
所
〔
対
象
〕
１
歳
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
〔
持
ち
物
〕
バ

ス
タ
オ
ル
〔
定
員
〕　

組
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
１６

�
か
ら
健
康
課
�
（
３
４
８
８
）
１

１
８
１
へ
。

　

育
児
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
、
も

ち
ろ
ん
お
母
さ
ん
自
身
の
心
や
体

の
こ
と
な
ど
お
気
軽
に
相
談
く
だ

さ
い
。
保
健
師
、
栄
養
士
、
歯
科
衛

生
士
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
（
お
子

さ
ん
の
身
長
、
体
重
も
測
れ
ま
す
） 。

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
午
前　

時
〜

１７

１０

正
午
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

自
分
の
健
康
の
こ
と
、
食
事
の
こ

と
、
子
育
て
の
こ
と
等
を
保
健
師
・

栄
養
士
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
午
前
９
時　

１９

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

健
康
診
査

健
康
診
査�

健
康
診
査

健
康
診
査�

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日
・　

日

２１

２８

２９

〔
受
付
時
間
〕
午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

休
日
診
療

　

時
間　
　
　

２４医
療
機
関
案
内

　

家
庭
用
電
動
式
生
ご
み
処
理
機

を
購
入
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、
購
入

費
の
２
分
の
１
（
２
万
５
�
０
０
０

円
限
度
）
を
助
成
し
ま
す
。

　

家
庭
用
の
生
ご
み
処
理
機
は
、
バ

イ
オ
式
と
乾
燥
式
の
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
生
ご
み
を
減
量

す
る
だ
け
で
な
く
、
処
理
し
た
も
の

を
土
に
埋
め
る
こ
と
に
よ
り
、
１
〜

３
カ
月
で
、
土
壌
改
良
効
果
や
堆
肥

効
果
が
あ
り
ま
す
。

〔
対
象
〕
市
内
居
住
者
一
戸
１
台

〔
申
請
受
付
〕
４
月　

日
�
か
ら

２２

　

処
理
機
は
、
申
請
後
に
購
入
し
て

く
だ
さ
い
。
購
入
後
に
申
請
さ
れ
て

も
助
成
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
く

だ
さ
い
（
助
成
台
数　

台
申
請
順
） 。

７０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃

課
へ
。

　

旧
第
四
小
学
校
跡
地
の
西
和
泉

体
育
館
、
西
和
泉
グ
ラ
ン
ド
を
、
５

月
か
ら
団
体
に
有
料
で
開
放
し
ま

す
。
５
・
６
月
分
の
抽
選
を
４
月　
１７

日
�
に
市
民
総
合
体
育
館
で
行
い

ま
す
（
受
付
時
間
は
午
前
８
時
か
ら

８
時　

分
ま
で
） 。

３０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

　　

私
は
、　

年
前
に
狛
江
へ
越
し
て

11

き
ま
し
た
。
狛
江
の
第
一
印
象
は
、

住
み
易
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

東
京
な
の
に
非
常
に
緑
が
多
く
、

何
よ
り
多
摩
川
が
あ
る
と
い
う
こ
と

に
安
心
感
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
の
狛

江
も
最
近
で
は
随
分
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
自
然
が
だ
ん
だ
ん
と
失
わ

れ
て
い
く
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
中
、
環
境
問
題
を
口

に
す
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

実
際
に
ど
う
い
う
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
詳
細
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

現
実
の
中
で
何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
し
て
い
る
人
も
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
口
だ
け
で
何
も
や
っ
て
い

な
い
人
が
多
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
身
近
な
こ
と
か
ら
、
気
に

と
め
て
や
っ
て
み
る
こ
と
が
非
常
に

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
や
ら
ず
し
て

批
判
ば
か
り
す
る
よ
り
、
実
際
に
取

り
組
ん
で
自
身
に
合
っ
た
活
動
か
ど

う
か
を
判
断
す
る
。
そ
し
て
、
さ
ら

に
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
が
何

事
に
お
い
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
も
、
私
は
専
門
家
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
、
住
ん
で
い

る
多
摩
川
住
宅
の
月
１
回
の
掃
除
に

も
可
能
な
限
り
参
加
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
し
、
年
１
度
の
狛
江

市
主
催
の
多
摩
川
清
掃
に
も
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

私
の
乗
っ
て
い
る
車
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル

車
の
た
め
、
必
ず
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
プ
を
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
小
さ
な
こ
と
か
ら
こ
つ
こ

つ
と
始
め
て
い
き
ま
す
。

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
を
購

入
さ
れ
る
方
に
、
市
が
助
成

し
ま
す

■
３
・
４
カ
月
児
健
康
診
査

角谷勝祥さん
西和泉一丁目在住

■
ぽ
っ
か
ぽ
か
広
場

■
育
児
相
談

■
フ
ロ
ア
ー
健
康
相
談

〜
育
児
相
談
も
お
気
軽
に
〜

体
育
施
設
開
放
の
お
知
ら
せ

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
東
京
消
防
庁
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス　
　
　

�
０
４
２
（
５
２
１
）
２
３

　
　
　

２
３

ま
ず
実
際
に
行
動
す
る
こ
と
が
大
事

環
　
境
　
を
　
考
　
え
　
る

環
　
境
　
を
　
考
　
え
　
る

�

市
民
の
声

市
民
の
声

�

�

　

月
・
金
曜
日
の
年
金
相
談
は
、　

　

し
ば
ら
く
お
休
み
し
ま
す
。

　
〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

年
金
相
談
お
休
み



広報こまえ　平成１４年（２００２年）４月１５日　�

　４月から新学習指導要領による教育がスタートしました。新学習指導要領のねらいは、
�完全学校週５日制の下、各学校が「ゆとり」の中で「特色ある教育」を展開し、子ども
たちに新学習指導要領に示す基礎的・基本的な内容を確実に身に付けさせることはもとよ
り、自ら学び自ら考える力などの「生きる力」をはぐくむ。�ことです。各校は、新学習
指導要領による特色ある学校を目指して教育改善に取り組んでいきます。「広報こまえ」
では、各校の特色ある学校づくりの様子を紹介していく予定です。第１回目として、指導
室から新学習指導要領による新しい教育について紹介します。
〔問い合わせ〕指導室

○授業時数の縮減と教育内容の厳選

　基礎・基本を確実に定着させるため、高度にな
りがちな内容を上の学年等に移動し、段階的な指
導になるようにしました。

○個に応じた指導の充実

　一人ひとりに応じた
指導が行えるように、少
人数による指導や２人
の先生による指導等を
積極的に取り入れてい
きます。

○体験的、問題解決的な学習活動の重視

　観察・実験といった活動を伴う学習を充実させるとともに、一人ひ
とりが自分の追究したい問題を設定し、調査したり、研究したりして
自分なりの方法でまとめ発表するような授業を多く取り入れます。

○選択学習の幅の拡大

　中学校では、生徒の興味・
　関心に応じて、一人ひとり
が学習したい教科や、同じ
教科でも幾つかあるコース
を選択して学習することが
もっと多くなります。

○総合的な学習の時間が本格的にはじまります

　このねらいは、学び方やものの考え方を身に付け、
問題の解決や探究活動に、主体的・創造的に取り組
む態度を育て、自己の生き方を考えることができる
ようになることです。

「新学習指導要領による学習は本当に大丈夫なのか」の不安に答えて

　　　　　－新学習指導要領による新しい教育がはじまりました－

�

�

�

�

��������������������������������������������

��������������������������������������������

�
�
�

�
�
�

次のような改訂が図られています

特
集

　　　　中学校で必修の英単語が１００語になり、これでは文　

　　　　章が作れなくなってしまうのではないでしょうか。

� 　中学校３年間で学習する単語総数は９００語程度で、現
行１， ０００語程度から１００語少なくなっています。現行では
５０７語を必修として指定していますが、新学習指導要領では、
真に必要な基本的な単語１００語に限定しています。しかし、
これは外国語の軽視ではありません。新学習指導要領では、
外国語が必修教科となり実践的コミュニケーション能力を
重視し、各学校が創意工夫して使用場面を想定し、指導を
行うことができるようになっているわけです。

�

　　　　新学習指導要領において削減された内容は、絶対に　

　　　　指導してはいけないのでしょうか。�

� 　学習指導要領で示されている内容は、すべての児童・
生徒に対して指導する必要があるとされている内容です。
各学校においては、個別指導や習熟度別のグループ指導、
選択教科等において、理解の状況を踏まえて、削減された
内容についても指導されることが考えられます。ただ、児
童・生徒の負担過重にならないように配慮することが大切
です。

�

　　　　算数で台形の面積を求める学習がなくなるというの　

　　　　は本当でしょうか。

� 　全員が共通に学習する内容としては、台形の面積の
公式は示していません。しかし、台形の面積については、
長方形や三角形、平行四辺形の面積の求め方を理解してい
れば、それを活用し工夫することで求めることができます。
この例のように、これからの学習では ､公式を覚えて当て
はめる学習ではなく、学習してきたことを生かし、自分で
考えて問題を解決していく学習が多くなるわけです。

�

�

　　　　完全学校週５日制によって、どの程度学習時間が縮　

　　　　減されるのでしょうか。

� 　小学校６年生で比較すると、年間で１， ０１５時間が９４５
時間に、中学校３年生で比較すると、１， ０５０時間が９８０時間
に縮減されています。随分と少なくなっているようですが、
小学校では、週２９時間程度が２７時間程度に、中学校では、週
３０時間程度が２８時間程度になりましたので、土曜休日を
考えますと、平日の授業時間数は現行より週２時間程度多
くなると考えられます。
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狛江市消防団新体制でスタート
　狛江市消防団は、４月１日�団員の任命式を行い、新たな
体制のもとでスタートしました。
　消防団は、７個分団１０８人で構成され、地域に密着し、郷
土愛護の精神のもと、市民の生命と財産を守ることを使命と
しています。団員は皆、生業を持つかたわら、災害発生時に
は昼夜を問わず出動し、防災活動に従事しています。
　地域の防災リーダーとして貢献する消防団員の活動に、皆
さんの暖かいご理解と支援をお願いします。
　また、昨年の出動状況は別表のとおりですが、いつも市民
の皆さんの暮らしを支えています。　
〔問い合わせ〕総務防災課

団長　　間鍋　伸一
副団長　鈴木　一光　　谷田部　利夫

第１分団長　毛塚　敬進
第２分団長　谷田部　一之
第３分団長　小川　保
第５分団長　松本　伊佐雄

第６分団長　栗山　元
第７分団長　�木　豊
第８分団長　高橋　邦雄

市民保養施設一覧（○印は新規契約施設です）

料金 （円）申 込 先施　　 設　　 名場　所

１３，８００～京王観光調布営業所

０４２４（８１）５６４３

土 肥 観 光 ホ テ ル 湯 の 花 亭土 肥
　
　

旅

館

・

ホ

テ

ル　

１３，８００～下 田 ビ ュ ー ホ テ ル下 田

７，５００～
小田急トラベルサービス

成城営業所
（３４８４）５９９２

小 田 急 箱 根 レ イ ク ホ テ ル箱根桃源台

７，２５０～０２５８（８９）３０００サ ン ・ ロ ー ラ 川 口越 後 川 口

６，９３０～０２５８（８９）３０００サ ン ・ ロ ー ラ 川 口 新 館越 後 川 口

７，０００～０２５７（８７）４１４１シ ャ ー レ ゆ ざ わ 銀 水越 後 湯 沢

１１，０００～０２５７（８４）２２５１イ ナ モ ト 旅 館越 後 湯 沢

１２，０００～（３５４２）０６００ホ テ ル 一 井草 津 温 泉

７，０００～０２７９（７２）３７１１ホ テ ル 銀 水伊 香 保

１２，０００～０２７９（７２）２６８０白 雲 閣伊 香 保

９，８００～０４９４（２４）４４１１秩 父 ホ テ ル秩 父

１０，０００～０４６０（３）６２４４Ｈ Ｏ Ｔ Ｅ Ｌ　 Ｒ ａ ｋ ｕ ｕ ｎ元 箱 根

１１，０００～（３４１２）８７６１青 巒 荘奥 湯 河 原

１１，０００～０４６５（６８）１２５１一 望 閣真 鶴

１３，０００～０５５８（７２）２０３３修 善 寺 ホ テ ル修 善 寺

１０，０００～０５５８（７２）７５００ホ テ ル サ ン シ ャ イ ン 修 善 寺修 善 寺

１２，０００～０５５８（６２）００３０伊 古 奈下 賀 茂

１３，０００～０５５７（２３）１１２１南 熱 川 東 映 ホ テ ル熱 川

７，９００～０５５７（５１）２７７７ペ ン シ ョ ン ぴ っ こ ろ伊 豆 高 原

７，８００～０５５７（３７）１８８５ホ テ ル 緑 風 園伊 東

１１，７００～
リゾートトラスト

（５３２３）８２２１

ホ テ ル リ ゾ ー ピ ア 熱 海熱 海

１４，４００～ホ テ ル エ ク シ ブ 伊 豆伊 豆

１２，６００～ホ テ ル リ ゾ ー ピ ア 箱 根箱 根

８，０００～０２６１（２３）１１０８ブ ル ー ブ ラ ン ア マ ノ青 木 湖

６，０００～０２６１（７５）２２７７フ ァ ミ リ ー イ ン ま つ ざ わ白 馬

９，５００～０２６６（６８）２５７０リ ゾ ート・イン・シ ャ ル ム車 山

８，２００～０２６６（７４）２７２２グ ル マ ン ・ ヘ ブ ン原 村

９，０００～０２６７（９３）２４３２フ ァ ミ リ ー ロ ッ ジ 宮 本 屋松 原 湖

１１，０００～０５５２（６２）４５２４ホ テ ル ふ じ石 和

９，０００～０５５２（６３）１１３１山 梨 ト ロ ン御 坂

８，０００～

小菅村観光協会

０４２８（８７）０７４１

廣 瀬 屋奥 多 摩

８，０００～か ど や奥 多 摩

８，０００～亀 井 屋奥 多 摩

８，０００～古 家奥 多 摩

※料金は大人１泊２食または１食の料金で、宿泊日・人数・部屋などによって異なりますので、予約の際に
　問い合わせください。

日帰り施設民　　　宿旅館・ホテル
　　　　　施設 　
　区分

５００円１，５００円２，５００円大 人

３００円１，５００円２，０００円小 人

料金 （円）申 込 先施　　 設　　 名場　所

８，０００～小菅村観光協会
０４２８（８７）０７４１

き ん 風 呂 館奥 多 摩

旅

館

・

ホ

テ

ル

８，０００～す ず め の お 宿奥 多 摩

１０，０００～０２８８（５３）５５５５ホ テ ル 清 晃 苑日 光

８，０００～０２８７（３２）２０２０会 津 屋塩 原

６，３００～０４７０（２８）２２１１い こ い の 村 た て や ま館 山

７，０００～０２７９（８６）３３３１北 軽 井 沢 高 原 ホ テ ル北 軽 井 沢

１５，０００～０５５８（３２）０２９０河 津 町 観 光 協 会 （ 旅 館 ）東 伊 豆

９，２２０～０４７５（７６）４１５１国民宿舎　 サンライズ九十九里九 十 九 里

７，６２８～０４３９（３８）２１１７国 民 宿 舎　 清 和千葉　三島湖

８，５００～

　西武観光
　　本社営業所

　（３９８１）８１８１

軽 井 沢 プ リ ン ス ホ テ ル軽 井 沢

７，５００～軽 井 沢 千 ヶ 滝 温 泉 ホ テ ル軽 井 沢

８，０００～万 座 高 原 ロ ッ ジ万 座

９，０００～苗 場 プ リ ン ス ホ テ ル苗 場

１１，０００～水 上 高 原 プ リ ン ス ホ テ ル水 上

１２，５００～日 光 プ リ ン ス ホ テ ル日 光

８，５００～箱 根 プ リ ン ス ホ テ ル箱 根

７，０００～箱 根 仙 石 原 プ リ ン ス ホ テ ル箱 根 仙 石 原

１２，０００～下 田 プ リ ン ス ホ テ ル東 伊 豆

１１，０００～松 崎 プ リ ン ス ホ テ ル西 伊 豆

１２，０００～大 仁 ホ テ ル中 伊 豆

５，０００～秩父ミューズパークスポーツの森コテージ秩 父

１０，０００～０５５７（２３）２１５０北 川 温 泉 ホ テ ル東 伊 豆

７，５００～０２５５（８７）２１78ホ テ ル 銀 座 山 荘赤 倉

１０，０００～（３７９４）２６１１　ホ テ ル 観 音 温 泉奥 下 田

７，０００～０２４１（６４）２２０４台鞍山針生民宿協同組合（ペンション）会 津 田 島

８，５５０～０２６９（８２）４６００ホ テ ル　 シュー ネ スベ ル ク○ 木 島 平

６，５００～０５５８（３２）０２９０河 津 町 観 光 協 会 （ 民 宿 ）東 伊 豆

民

宿

７，０００～０５５７（４７）２４０２宇 佐 美 観 光 会東 伊 豆

７，０００～０５５８（９８）１１５２土 肥 温 泉 民 宿 組 合西 伊 豆

６，８００～０４７０（５７）２０８８岩 井 民 宿 組 合内 房

６，５００～０４７０（３８）２６５６白 浜 町 民 宿 組 合内 房

６，５００～０４７０（４４）２３０９千 倉 町 民 宿 組 合外 房

６，５００～０４２８（８８）０４４４丹 波 山 民 宿 組 合奥 多 摩

６，０００～０４２８（８７）０７４１小 菅 村 観 光 協 会奥 多 摩

６，２００～０５５５（８２）２２１６根 場 民 宿 組 合富 士 五 湖

６，０００～０５５１（４８）２９２５清 里 高 原 民 宿 組 合八 ヶ 岳

７，０００～０２５７（８４）２６５０越 後 湯 沢 民 宿 組 合越 後 湯 沢

６，０００～０２４１（６４）２２０４台 鞍 山 針 生 民 宿 協 同 組 合会 津 田 島
■日帰り保養施設一覧　　　　　　　　　　　　　

利 用 時 間料 金 （円）施 設 名場 所

営 業 時 間 内１,０００小 菅 の 湯小 菅
３ 時 間 ま で６００の め こ い 湯丹 波 山
２ 時 間 ま で７５０も え ぎ の 湯奥 多 摩
３ 時 間 ま で８００数 馬 の 湯檜 原
営 業 時 間 内１,０５０Ｈｏｔｅｌ Ｒａｋｕｕｎ元 箱 根
２ 時 間 ま で１,０００ホ テ ル 観 音 温 泉奥 下 田
２ 時 間 ま で１,０００一 望 閣真 鶴
営 業 時 間 内１,３００深 大 寺 温 泉 ゆ か り調 布

※料金は税込みで、小人料金は半額（もえぎの湯、Ｈｏｔｅｌ　Ｒａｋｕｕｎ、深大寺温泉ゆか
　りは別料金）

■助成金額

出動人数（人）出動件数（件）出動種別

１�４４８３２火　　災

２３８１２緊急確認

２６７２１危険排除

３�９２４１４６その他（訓練等）

５�８７７２１１合　　計

■消防団員出動状況（平成１３年１月～１２月）

市市民民のの皆皆ささんんのの保保養養とと健健康康のの増増進進をを図図るるたためめ、、市市がが契契約約
ししたた市市民民保保養養施施設設をを利利用用すするる方方にに経経費費のの一一部部をを助助成成ししまま
すす。。年年度度内内にに宿宿泊泊施施設設はは１１人人３３泊泊分分、、日日帰帰りり施施設設はは１１
人人２２回回ままでで助助成成券券をを発発行行ししまますす。。助助成成券券申申請請ににはは、、
宿宿泊泊施施設設のの場場合合事事前前にに予予約約申申しし込込みみがが必必要要でですす
（（日日帰帰りり施施設設はは予予約約はは不不要要でですす））。。契契約約施施設設はは
別別表表ののととおおりりでですす。。宿宿泊泊、、日日帰帰りりとともも多多数数
のの施施設設とと契契約約ししてていいまますすののでで、、おお好好ききなな
施施設設をを選選んんでで利利用用くくだだささいい（（ななおお、、４４
月月１１日日かからら廃廃止止おおよよびび新新規規追追加加施施
設設ががあありりまますすののでで注注意意くくだだささいい））。。
〔〔問問いい合合わわせせ〕〕産産業業生生活活課課

※小人とは４歳以上小学校６年生までです。
※満６５歳以上の方または身体障害者手帳をお持ちの方等が宿泊施設を利用する場合は、上記金額に
１,０００円を加算します。



　　

市
内
商
業
者
と
市
民
参
加
に
よ
る

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
出
店
の

受
け
付
け
は　

日
�
か
ら　

日
�

１６

１７

（
定
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）
で

す
。
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
午
前　

時
〜

２９

１０

午
後
３
時
〔
場
所
〕
市
役
所
前
市
民

ひ
ろ
ば
〔
出
店
料
〕
店
舗
２
�
０
０

０
円
（
２
×
３
ｍ
）
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
１
�
１
０
０
円（
２
×
２
ｍ
）

（
そ
れ
ぞ
れ
保
険
料
込
み
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕こ
ま
え
楽
市
の
会
・

山
岸
�
（
３
４
８
０
）
２
０
７
４　

　

午
前　

時
に
行
わ
れ
る
「
甲
州
和

１１

式
馬
術
」
巴
組
で
は
古
式
豊
か
に
着

飾
っ
た
木
曽
馬
と
女
性
た
ち
が
、
薙

刀
や
弓
矢
を
操
り
華
麗
な
馬
術
を
披

露
し
ま
す
。

　

引
き
馬
５
０
０
円
、
乗
馬
レ
ッ
ス

ン
１
�
０
０
０
円
（
障
害
者
１
�
５

０
０
円
） 、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
１

�
０
０
０
円
、
屋
台
３
�
０
０
０
円
。

※
参
加
者
お
よ
び
出
店
者
募
集
。
ま

た
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
（
昼
食
用
意
有
）
。

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
午
前　

時
〜

２１

１０

午
後
３
時
〔
場
所
〕
和
泉
多
摩
川
自

由
ひ
ろ
ば
周
辺

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
乗
馬

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会「
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

�
（
５
４
３
８
）
２
７
７
３
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
（
５
４
３
８
）
２
７
７
４
（
Ｎ
Ｐ

O
法
人
福
祉
ネ
ッ
ト
「
ナ
ナ
の
家
」

内
）
へ
。

　

環
境
保
全
実
施
計
画
緑
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
大
切
に
し
た
い

狛
江
の
木
」
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
自
慢
の
木
、
身
近
に
あ
る
す

て
き
な
木
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

　

調
査
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
ら
、
市

役
所
で
展
示
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

樹
名
、
所
在
、
特
徴
等
と
、
推
薦

者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、
で
き
れ
ば
木
の
写
真
を

添
え
て
、
８
月　

日
�
ま
で
に
提
出

３０

し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

　

公
共
の
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を

利
用
す
る
場
合
、
検
定
を
受
け
た
映

写
機
で
な
い
と
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

〔
日
時
〕
５
月　

日
�
午
前
９
時
〜

１７

午
後
４
時
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
検
定
料
〕
無
料

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
中
央

公
民
館
�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

へ
。

　

月
２
回
の
う
ち
、
１
回
は
障
害
児

の
み
、
も
う
１
回
は
通
常
の
学
級
に

通
う
児
童
と
交
流
し
て
、
合
同
で

行
っ
て
い
ま
す
。

〔
会
場
〕
第
一
小
学
校
い
ず
み
学
級

〔
持
ち
物
〕
上
履
き

〔
問
い
合
わ
せ
〕
渡
辺
�
（
５
４
９

７
）
３
６
６
９
ま
た
は
社
会
教
育
課

　

保
全
地
区
の
新
緑
と
訪
れ
る
た
く

さ
ん
の
鳥
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
・　

日
�
、

２１

２９

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
緑
地
保
全
の
会
事

務
局
・
市
原
�
（
３
４
８
８
）
４
６

５
５

〔
日
時
〕
５
月
７
日
�
正
午
か
ら　

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー　

〔
会
費
〕
５
０
０
円
〔
対
象
〕　

歳
７０

以
上
（
先
着　

人
）

５０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
藤
田

�
（
３
４
８
０
）
２
６
４
０
へ
。

〔
募
集
人
数
〕
１
人
〔
応
募
用
件
〕

市
民
の
学
習
活
動
に
関
心
が
あ
り
、

か
つ
参
加
経
験
の
あ
る　

歳
以
上
の

２０

市
内
在
住
者
〔
任
期
〕
仮
称
「
こ
ま

え
市
民
大
学
」
検
討
委
員
会
報
告
書

作
成
お
よ
び
提
出
ま
で〔
会
議
開
催
〕

原
則
と
し
て
、
平
日
に
開
催
〔
応
募

方
法
〕
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
お
よ
び
作
文
「
応
募
動
機

（
４
０
０
字
程
度
）
」
を
提
出
。
４

月　

日
�
締
め
切
り
（
郵
送
可
） 。

２５
〔
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
西
河
原

公
民
館　

元
和
泉
２
―　

―
１
�

３５

（
３
４
８
０
）
３
２
０
１
へ
。

〔
職
務
〕
看
護
・
ケ
ア
ワ
ー
ク
〔
募

集
人
員
〕
１
人
〔
勤
務
〕
月
・
木
・

土
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〔
賃
金
〕
時
間
給
１
�
５
６
０
円

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
協
議
会

�
（
３
４
８
８
）
０
２
９
４

〔
職
種
・
人
員
〕
指
導
員
補
助
（
男

性
の
利
用
者
に
対
す
る
身
体
介
護
あ

り
）・
１
人
〔
勤
務
日
〕
５
月
か
ら
週

５
日（
午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時
）

１５

〔
賃
金
〕
時
間
給
９
１
０
円
（
介
護

福
祉
士
等
の
有
資
格
者
は
９
９
０

円
）

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
し
、

社
会
福
祉
協
議
会
（
元
和
泉
２
―　
３５

―
１
）
に
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
協
議
会

�
（
３
４
８
８
）
０
２
９
４

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
〜

１６

１０

午
後
２
時
、
雨
天
の
場
合　

日
�
に

２３

変
更
〔
会
場
〕
市
役
所
前
市
民
ひ
ろ

ば
〔
募
集
団
体
〕　

団
体
（
予
定
）

２０

〔
参
加
条
件
〕
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
関
係
団
体
〔
参
加
費
〕
１
�
５
０

０
円
（
事
務
費
等
分
担
金
）
※
第
１

回
実
行
委
員
会
は
、
４
月　

日
�
午

２７

後
２
時
〜
４
時
、
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
物
品
の

献
品
は
６
月　

日
�
ま
で
島
村
�

１２

（
３
４
８
０
）
３
２
７
８
（
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
・
午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
６
時
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）
へ
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
松
ヶ

崎
�
（
３
４
８
９
）
０
２
３
４
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
可
）
へ
。

〔
日
時
〕
５
月
９
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
４
時
〔
内
容
〕
煉
切
（
ね
り
き

り
）
、
う
ぐ
い
す
も
ち
〔
会
場
〕
中

央
公
民
館
〔
講
師
〕
野
嶋
秀
子
さ
ん

（
料
理
研
究
家
）〔
定
員
〕　

人
（
先

２５

着
順
）〔
参
加
費
〕
５
０
０
円
（
材
料

代
）〔
持
ち
物
〕
エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
ふ
き
ん
・
持
ち
帰
り
用
容
器

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
産
業

生
活
課
へ
。

〔
講
座
内
容
〕
▽
６
月　

日
�
午
後

１２

６
時　

分
〜
９
時
、
上
和
泉
地
域
セ

３０

ン
タ
ー
で
講
議
「
演
目
の
全
体
像
と

鑑
賞
の
ポ
イ
ン
ト
」
▽　

日
�
午
前

２３

　

時
か
ら
国
立
劇
場
で
観
劇
。
演
目

１１「
俊
寛
」（
橋
之
助
、
玉
太
郎
ほ
か
）

〔
定
員
〕　

人
（
先
着
順
）〔
参
加

３５

費
〕
３
�
８
０
０
円
（
観
劇
代
と
資

料
代
）〔
講
師
〕
金
森
和
子
さ
ん
（
歌

舞
伎
研
究
家
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
月

　

日
�
ま
で
。
上
和
泉
地
域
セ
ン

２５タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１
へ
。

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２７

４
時
〔
会
場
〕
岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
講
師
〕
小
林
秀
夫
さ
ん
（
経
営
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
）〔
定
員
〕　

人
（
先

３０

着
順
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
岩
戸

地
域
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
８
）
７

０
４
０
へ
。　

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
①
午
前　

時

２７

１０

　

分
〜
正
午
②
午
後
１
時
〜
２
時　

３０

３０

分
③
午
後
３
時
〜
４
時　

分
、
②
の

３０

み
初
め
て
の
方
対
象
〔
会
場
〕
Ｊ
Ａ

マ
イ
ン
ズ
狛
江
支
店
〔
材
料
費
〕
１
�

８
０
０
円
〔
定
員
〕
各
回　

人
〔
持

２０

ち
物
〕
エ
プ
ロ
ン
・
は
さ
み
・
筆
記

用
具〔
申
し
込
み
〕マ
イ
ン
ズ
シ
ョ
ッ

プ
店
頭

〔
問
い
合
わ
せ
〕
Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ
狛

江
支
店
�
（
３
４
８
８
）
３
４
３
５

〔
期
日
〕
５
月　

日
�
・　

日
�

１２

１９

〔
資
格
〕
市
内
在
住
・
在
勤
者
で
構

成
さ
れ
た
チ
ー
ム〔
参
加
費
〕１
チ
ー

ム
５
�
０
０
０
円
（
新
規
チ
ー
ム
は

７
�
０
０
０
円
）〔
申
し
込
み
〕
大
久

保
ス
ポ
ー
ツ
店
（
４
月　

日
�
午
後

３０

５
時
ま
で
）〔
抽
選
会
〕
４
月　

日
�

３０

午
後
７
時
か
ら
中
央
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
平
沢
�
（
３
４
８

９
）
６
８
８
３
（
午
後
６
時
以
降
）

〔
日
時
・
場
所
〕
男
子
の
部
５
月　
１２

日
�
、　

日
�
、
予
備
日　

日
�
元

１９

２６

和
泉
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。
女
子
の

部
５
月　

日
�
予
備
日　

日
�
東
野

１２

２６

川
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
〔
資
格
〕
市

内
在
住
・
在
勤
者
の
高
校
生
以
上
、

ペ
ア
の
う
ち
１
人
は
市
内
在
住
・
在

勤
者
。
違
反
し
た
場
合
は
自
動
的
に

失
格
。

〔
参
加
費
〕１
人
１
�
５
０
０
円（
協

会
員
は
１
�
０
０
０
円
）〔
申
し
込

み
〕
大
久
保
ス
ポ
ー
ツ
店
〔
締
め
切

り
〕
５
月
５
日
�

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
協
会
�
（
３

４
８
０
）
６
２
１
１
（
平
日
の
午
後

１
時
〜
４
時
）
ま
た
は
横
川
�
（
３

４
８
９
）
０
７
２
５

■
こ
ま
え
楽
市

広報こまえ　平成１４年（２００２年）４月１５日　�

■
非
常
勤
看
護
職
員

■
重
度
知
的
障
害
者
通
所
訓
練
室

「
麦
の
穂
」
非
常
勤
職
員

■
歌
舞
伎
鑑
賞
講
座

■
第　

回
多
摩
川
乗
馬
会　

巴
組

１７

参
上

■
「
大
切
に
し
た
い
狛
江
の
木
」
の

調
査
に
ご
協
力
を

■
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

ミ
リ

１６

発
声
映
写
機
検
定

■
遊
び
の
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

■
会
食
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

�

■
第
６
回
「
お
た
す
け
バ
ザ
ー
」
参

加
団
体
・
バ
ザ
ー
物
品
献
品
の
お
願
い

■
賢
い
ペ
イ
オ
フ
と
の
付
き
合
い
方

‐
あ
な
た
の
財
産
を
ど
う
守
る
か
‐

■
平
成　

年
度
狛
江
市
春
季
テ
ニ
ス

１４

大
会

■
狛
江
弁
財
天
池
緑
地
保
全
地
区

自
然
観
察
路
（
内
柵
内
）
の
開
放

■
消
費
生
活
市
民
講
座
「
和
菓
子
作

り
講
習
会
」

■
仮
称
「
こ
ま
え
市
民
大
学
」
検
討

委
員
会
メ
ン
バ
ー

■
地
元
生
産
者
に
よ
る
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会

ス
ポ
ー
ツ�

■
狛
江
市
民
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会

備 考活動内容時 間月 日

合同工作午前１０時～１１時３０分４月２７日�

障害児のみ絵画講師午前１０時～１１時３０分５月１８日�

障害児のみ音楽講師午前１０時～１１時３０分６月８日�

合同工作午前１０時～１１時３０分６月２２日�

障害児のみ調理午前１０時～１１時３０分７月１３日�

■遊びの会１学期の予定



３
時
〜
４
時
〔
内
容
〕
こ
ろ
が
る
は

ね■
子
ど
も
映
画
会　
　

日
�
午
後
３

２４

時
〜
３
時　

分
。
上
映
は
「
と
か
い

３０

の
ネ
ズ
ミ
・
い
な
か
の
ネ
ズ
ミ
」〔
対

象
〕
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）
か
ら
。

■
作
っ
て
た
べ
よ
う　
　

日
�
午
後

２４

２
時
か
ら
「
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
」〔
対

象
〕小
学
生〔
参
加
費
〕１
０
０
円〔
定

員
〕　

人
〔
持
ち
物
〕
エ
プ
ロ
ン
、

１５

三
角
巾
〔
申
込
方
法
〕　

日
�
か
ら

１５

窓
口
で
参
加
費
を
添
え
て
本
人
分
の

申
し
込
み
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

■
子
ど
も
映
画
会　

５
月
１
日
�
午

後
３
時
か
ら
「
チ
ッ
プ
と
タ
ッ
プ
あ

ひ
る
の
ぼ
う
や
が
あ
ぶ
な
い
よ
」「
煙

突
屋
の
ペ
ロ
ー
」〔
対
象
〕
幼
児
（
保

護
者
同
伴
）
か
ら
。

■
低
学
年
デ
イ
キ
ャ
ン
プ　

５
月　
１１

日
�
〔
場
所
〕
横
浜
こ
ど
も
の
国

〔
対
象
〕
小
学
１
〜
３
年
生
〔
費
用
〕

１
�
１
０
０
円
〔
定
員
〕　

人
〔
申

６０

し
込
み
〕
４
月　

日
�
か
ら
窓
口
。

１５

※
雨
天
時
は
国
立
科
学
博
物
館
。

■
た
ん
ぽ
ぽ
の
つ
ど
い　
〔
日
時
〕　２６

日
�
午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

〔
対
象
〕
乳
幼
児
親
子
〔
参
加
〕
自

由〔
内
容
〕
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
「
お
よ

げ
こ
い
の
ぼ
り
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
こ
い
の
ぼ
り
を

作
っ
た
り
、
こ
い
の
ぼ
り
に
な
っ
た

り
し
て
遊
び
ま
す
。

■
地
域
交
流
事
業　

今
年
度
第
１
回

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
あ
る
方
は
い
っ
し
ょ

に
吹
い
て
見
ま
せ
ん
か
。
演
奏
者
は

波
木
克
己
さ
ん
で
す
。
※
園
庭
開
放

も
行
い
ま
す
〔
日
時
〕
４
月　

日
�

２２

午
前　

時
〜　

時
〔
場
所
〕
多
摩
川

１０

１１

保
育
園
ホ
ー
ル
と
園
庭

〔
問
い
合
わ
せ
〕
多
摩
川
保
育
園
�

０
４
２
４
（　

）
４
６
６
７

８３

■ 
春
の
文
学
散
歩

　

江
戸
東
京
た
て
も
の
園
と
世
田
谷

文
学
館
を
訪
ね
ま
す
。

〔
日
時
〕
５
月
９
日
�
午
前
９
時
市

役
所
発
〔
定
員
〕　

人
〔
参
加
費
〕

４０

７
５
０
円
く
ら
い
（
入
館
料
等
）〔
申

し
込
み
〕
４
月　

日
�
午
前
９
時　

２５

３０

分
か
ら
中
央
公
民
館
（
９
時　

分
で

３０

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。
抽
選

前
の
電
話
申
し
込
み
不
可
）〔
注
意
〕

前
回
・
前
々
回
い
ず
れ
も
参
加
さ
れ

た
方
は
遠
慮
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
中
央
図
書
館

�　広報こまえ　平成１４年（２００２年）４月１５日
　

運
動
を
通
じ
て
健
康
づ
く
り
を
行

お
う
と
す
る
方
を
対
象
に
、「
ス
ポ
ー

ツ
・
健
康
づ
く
り
相
談
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
体
力
に
自
信
が
無
い
方
、

医
師
か
ら
運
動
を
す
す
め
ら
れ
た
が

ど
の
よ
う
な
運
動
を
行
っ
た
ら
よ
い

か
わ
か
ら
な
い
方
、
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
を
行
う
う
え
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た

い
方
等
、
健
康
や
運
動
に
対
す
る
不

安
や
疑
問
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

〔
受
付
場
所
〕市
民
総
合
体
育
館〔
受

付
方
法
〕
当
日
直
接
〔
相
談
時
間
〕

毎
週
月
曜
日
午
後
６
時
〜
８
時　

分
、

３０

毎
週
金
曜
日
午
前
９
時
〜　

時　

分
、

１１

３０

毎
月
第
１
日
曜
日
午
後
１
時
〜
３
時

　

分
３０〔

問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課

　

医
師
会
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
委

託
を
受
け
て
、
無
料
で
中
小
企
業
労

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
働
く
人
の
健
康
相
談

■ 
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
相
談

◎ 
多
摩
川
保
育
園

■ハウオリウクレレメイツ・会員募集
　月３回月曜日午後６時３０分～８時
３０分、水曜日午前１０時～正午または
午後６時３０分～８時３０分、金曜日午
後２時～４時、中央公民館でウクレレ
の練習。ハワイアンから日本の叙情歌、
ジャズ等。初心者歓迎。月会費４,０００
円〔問い合わせ〕深谷�（３４８８）１５０９。
■優友クラブ・メンバー募集
　毎週木曜日午後７時～９時、一中・
二中体育館で９人制バレーボール。経
験者大歓迎。月会費１,０００円〔問い合
わせ〕久保寺�（３４８８）６６９６。
■狛江リフレッシュ体操同好会・会員
募集

　毎週月曜日午前１０時～１１時１０分、
市民総合体育館で。５０歳以上の男女で、
健康維持・増進のための軽体操。見学
歓迎。月会費２,５００円〔問い合わせ〕
�吉岡（３４８９）０２８６。
■ベビーマッサージのおさそい
　４月２３日�午前１０時～１１時３０分、
西河原公民館で。生後３～６カ月の乳
児とお母さん。持ち物はバスタオル、
防水シート、紙オムツ、母子健康手帳。
参加費１,５００円〔問い合わせ〕母と子
と助産婦の会・内村�０４２４（８８）９５７５。

■春季少年野球大会
　４・５月の日曜、祝日（５月３日～６
日除く）市民グランド、各小学校校庭。
選手たちのファイトあふれる試合を
見に来てください〔問い合わせ〕狛江
市少年野球連盟・杉原�（３４８０）７０３２。
■狛江市ラジオ体操会・会員募集
　毎日午前６時３０分～６時４５分、菅
原神社境内で。腰痛、肩こり等のツボ
も紹介。年会費５００円〔問い合わせ〕
荒町�（３４８９）４８１８（夜間） 。
■狛江体操クラブ・会員募集
　日曜日午前９時～１１時３０分、市民
総合体育館で楽しく練習。４月２１日�
体験および入会受け付け。小学２年生
以上。月会費３,０００円〔問い合わせ〕
中山�（３４８９）５７９８。
■好日会・入門教室「茶道のイロハ」
　５月８日から毎週水曜日午前９時～
正午、中央公民館で表千家直門の教授
による全５回教室。定員２０人。４月
末までに往復はがきで西野川２－６－
５後藤フサ子あて。茶菓・講習料３,０００
円〔問い合わせ〕後藤�（３４８０）６８０５。
■実用書道の会・会員募集
　毎月第２・４月曜日午前１０時～正午、
野川地域センターで５月からスター
ト。手紙や年賀状を毛筆で楽しみませ
んか。月会費３,０００円〔問い合わせ〕

日野�（３４３０）８７５４（夜間） 。
■狛江文化会・狛江付近案内　
　４月２８日�午前８時３０分狛江駅集
合。文京区の六義園、目赤不動から根
津神社。資料代３００円〔問い合わせ〕
田代�（３４８０）８７６３。
■アダジオ　ミキ・会員募集
　毎週水曜日午後７時３０分～８時３０
分、中央公民館でバレエを基本とした
ストレッチ体操。見学歓迎。月会費
３,０００円〔問い合わせ〕窪川�０４２４
（８４）５６２１（午後８時～１０時） 。
■狛江クラシックバレエ・会員募集
　毎週木曜日中央公民館で。レディー
ス午後１時１５分から。５歳児～小１
午後３時３０分から。小４～中高生午
後４時３０分から。月会費（４回）４,１００円
〔問い合わせ〕伊藤�（３４３０）８３５６。
■踊りのお誘い（　永流）
　月２回第１・３金曜日午後、駄倉地
区センターで端唄、小唄、新舞踊、時
にはお茶を飲みながら楽しいひとと
きを。参加費無料〔問い合わせ〕畠山
�（３４８９）６６７３（午後６時以降） 。
■２００２春の歌謡音楽祭の開催
　４月２９日�午前１１時３０分からエコ
ルマホールでカラオケコンクール、く
じ引き大会など。入場無料。
〔問い合わせ〕狛江カラオケクラブ・

藤井�０４２２（４４）９２８５。
■調布・狛江肝炎の会・交流会
　４月２７日�午後２時～４時、調布
市総合福祉センターで情報交換等。資
料代３００円〔問い合わせ〕小池�０４２４
（８６）６６７７（午後９時まで） 。
■太極拳狛江クラブ・会員募集
　毎週土曜日午前９時３０分～正午、
中央公民館で気功と太極拳。月会費
３,０００円（１種目） 、 ５,０００円（２種目）
〔問い合わせ〕李�（３３０９）６１２４。
■新舞踊さざなみ会・会員募集
　西河原公民館木曜日午後１時３０分
～５時、中央公民館金曜日午後１時
３０分～５時、野川地域センター土曜
日午前１０時～正午。初心者、男性の
方も。参加費１回５００円〔問い合わ
せ〕木村�（３４８０）０３０１。
■狛江市柔道クラブ・会員募集
　毎週水・土曜日午後６時３０分から
市民総合体育館で小学１年生男女か
ら成人まで幅広く楽しくけいこをし
ています。月会費１,０００円〔問い合わ
せ〕池田�（３４８０）４６７３。
■狛江青年会議所・講演会
　５月１８日�午後６時からエコルマ
ホールで森田健作氏による講演会。無
料。先着１５０人〔問い合わせ〕�東
都・飯塚�（５４３８）７３１３。

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�

�
�
�

�
�

�
�

電　　話住　　所医 療 機 関

（３４８９）３５７７中和泉５―２０―１１岩 下 医 院

（３４８０）２０５１岩戸北２―１９―３岩 戸 診 療 所

（３４８８）６０５１中和泉５―１―２０かたやま内科
クリニック

（３４３０）９９１１中和泉１―１―１
狛江 YSビル４F

か と う
ク リ ニ ッ ク

（３４８９）１７７１東和泉１―３―１４佐 藤 診 療 所

（３４８９）２５５７猪方３―１８―１０野 沢 医 院

（３４８９）３８５９和泉本町２―１６―５藤 川 医 院

（３４８０）４１２２中和泉５―１０―１８松 岡 医 院

（３４３０）３７０５東和泉１―１８―６
ファーストビル村 上 医 院

働
者
や
事
業
者
の
体
や
心
の
健
康
に

つ
い
て
、
毎
月
１
回
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

〔
日
時
〕
毎
月
第
３
火
曜
日
（
午
後

１
時
〜
２
時　

分
）〔
場
所
〕
あ
い
と

３０

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
※
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

相
談
も
予
約
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
か
ら
こ
の
健
康
相
談

は
、
別
表
の
市
内
医
療
機
関
で
も
行

い
ま
す
の
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
夜
間
・
日
・

祝
日
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
直
接

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
医
師
会
事
務
所
�

（
３
４
８
８
）
２
２
６
７

■
幼
児
の
つ
ど
い　

４
月　

日
�
な

１８

に
が
み
え
る
か
な
。　

日
�
オ
リ
エ

２５

ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
４
月
誕
生
会
。

■
科
学
あ
そ
び　

ビ
ン
を
出
た
り

入
っ
た
り
す
る
タ
マ
ゴ
。　

日
�
午

１７

後
３
時
〜
４
時
。
小
学
生
以
上　

人
。

２０

■ 
手
作
り
あ
そ
び　
　

日
�
午
後

２０

■「働く人の健康相談」実施医療機関一覧表

◎ 
中
央
図
書
館

　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

■ほっとらいん６． ３９の原稿締め切り

　５月１５日号の締め切り日は、４月１８
日�に変更になります。通常の締
め切りは、１日号が前月の１２日 、 １５
日号は２７日（休日の場合はその前
日） です。なお、掲載を希望される
方は、市役所４階の情報課広報係
で配布している用紙に記入のうえ
提出してください。
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◎
和
泉
児
童
館

　
　

�
（
３
４
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１
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西
河
原
公
園
か
ら
五
本
松
の
多
摩
川
土
手
に

出
る
石
階
段
は
急
で
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由

な
人
は
無
理
で
す
。
手
す
り
を
つ
け
て
も
ら
え

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
階
段
は
利
用
可
能
者

に
は
重
宝
し
て
い
ま
す
。

　

西
河
原
公
園
か
ら
多
摩
川
土
手
（
堤
防
）
に

上
が
る
階
段
に
つ
い
て
で
す
が
、
公
園
利
用
者

の
利
便
の
た
め
に
狛
江
市
が
多
摩
川
の
河
川
管

理
者
で
あ
る
当
時
の
建
設
省
か
ら
占
用
許
可
を

受
け
設
置
し
た
も
の
で
す
。
多
摩
川
の
土
手（
堤

防
）
に
は
河
川
利
用
者
の
た
め
、
あ
ち
こ
ち
に

階
段
が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
手
す
り
の

つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
ま
り
数
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

階
段
は
土
手
（
堤
防
）
の
勾
配
に
合
わ
せ
造

ら
れ
て
い
る
た
め
、
急
勾
配
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
時
代
を
迎
え
、
階
段

に
は
手
す
り
が
必
要
な
こ
と
は
当
然
の
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
手
す
り
を
取
り
付
け
て
い
く
に
は
、
予

算
の
問
題
や
、
国
土
交
通
省
と
の
折
衝
（
占
用

許
可
条
件
の
変
更
手
続
き
等
）
が
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
今
後
設
置
に
向
け
て
努
力
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
そ
の
後
、
狛
江
市
が
国
土
交
通
省
と
折
衝
を

幾
度
か
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
狛

江
市
が
本
来
は
取
り
付
け
を
す
る
工
事
で
す
が
、

ご
指
摘
の
こ
の
場
所
に
か
ぎ
り
国
土
交
通
省
の

工
事
と
し
て
、　

年
度
の
予
算
で
ス
テ
ン
レ
ス

１３

製
の
「
手
す
り
」
を
取
り
付
け
る
こ
と
に
な
り
、

「
手
す
り
」
が
つ
き
ま
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

〔
ご
意
見
・
ご
提
案
〕

◎
皆
さ
ん
か
ら
届
い
た
「
市
長
へ
の
手
紙
」
の
一

部
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

〔
市
長
回
答
〕

■きれいなお花が摘めたよ
　今年も農家の方のご協力により、
菜の花の摘み取り体験が行われま
した。畑いっぱいに咲いた菜の花
を、たくさんの方が摘みに訪れま
した。黄色一面の花畑の中で、き
れいな花を手に持った子どもたち
の笑顔も満開でした。

■こまえ正吉苑が開苑

　特別養護老人ホームのほかに、
ショートステイ・デイサービス・
在宅介護支援センターなどの機能
があり、高齢者介護サービスの拠
点として西野川に開設しました。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
秘
書
広
聴
課

■水と緑のオアシス
　４月１日�、狛江弁財天池緑地保
全地区のオープニングセレモニー
が行われました。武蔵野の面影を
残す森と池に包まれた緑の空間は、
空気もひと味違っています。小鳥
のさえずりと、水の流れるさわや

かな音は、まさ
に都会のオアシ
スです。

■散っても風流
　例年になく早い春の訪れに、西
河原公園では、散り始めた桜を名
残り惜しむようにお花見を楽しむ
グループでにぎわいました。風に
吹かれて池の水面に散る桜の花び
らもまた、美しいものです。

■新たなスタート
　統廃合により昨年度産声を上げ
た和泉小学校が、新校地となる旧
狛江第八小学校の整備完了を受け、
新たなスタートを切りました。
　これまで同様、温かく見守って
ください。

■ずっと友だち
　保育園で卒園式が行われました。
園長先生からひとりずつ卒園証書
を受け取った子どもたちは、大き
な声で「ありがとう」と言いまし
た。その表情はとても誇らしげで、
力強いものでした。


